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5. 国際交流状況 
①国際シンポジウム等の主催・参加状況 
(1)主催状況 

区  分 令和 4 年度 

主催件数 1 

主催した主な国際シンポジウム等 

 開催時期 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 等 名 称 
参 加 ⼈ 数 

(うち外国⼈数)

1 R4.10.5 

The 4th International symposium entitled “Strate-
gies for the Control of Ticks and Tick-borne Dis-
eases” (supported by JSPS Asia-Africa Platform 
Project) 

40 （23）

 

(2)参加状況 

区  分 令和 4 年度 

参加件数 10 

参加した主な国際シンポジウム等 

  開催時期 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 等 名 称 参 加 ⼈ 数 

1 
R4.6.30〜

7.2 

International Symposium on Canine and Feline Re-
production in a joint meeting with the 24th Euro-
pean Veterinary Society for Small Animal Reproduc-
tion Congress ISCFR-EVSSAR 2020+2

2 

2 
R4.7.26〜

7.29 55th SSR Annual Meeting 1 

3 
R4.8.21〜

8.26 15th International Congress of Parasitology 2 

4 R4.9.11 第 26 回ポーランド寄⽣⾍学会 1 

5 
R4.10.25

〜10.27 第 20 回熱帯医学・マラリア国際会議（ICTMM） 2 

6 R4.10.31 American Society of Tropical Medicine and Hygiene 
2022 Annual Meeting  1 

7 
R4.12.1〜

12.5 XVI International Congress of Acarology 2022 1 

8 
R5.3.8〜

3.10 
⽇⽶医学協⼒計画国際会議、寄⽣⾍症患部会⽇⽶合同会
議 3 
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9 
R5.3.11〜

3.15 
13th Congress for Pacific Society of Reproductive 
Medicine 2023 3 

10 
R5.3.29〜

3.31 
15th International Symposium 
on Ticks and Tick-borne Diseases 1 

 

②国際学術交流協定の状況 

 協定総数 15 

締結年⽉ 終了予 
定年⽉ 相⼿国 機 関 名 協定名 分 野 受⼊

⼈数 
派遣
⼈数

2008 年
11 ⽉ 

2023 年
11 ⽉ 

フィリピ
ン 

フィリピン⼤学マ
ニラ校公衆衛⽣学
部

MOA 原⾍病 1 2 

2010 年  
9 ⽉ 

2025 年  
9 ⽉ 中国 中国農業科学院上

海獣医学研究所 MOU 原⾍病 0 0 

2015 年
12 ⽉ 

2020 年
12 ⽉ ウガンダ マケレレ⼤学 MOA 原⾍病 1 7 

2016 年  
6 ⽉ 

2026 年  
6 ⽉

ブルキナ
ファソ 

ワガドゥーグー⼤
学 MOA 原⾍病 0 0 

2017 年  
6 ⽉ 

2022 年  
6 ⽉

南アフリ
カ 

ノースウェスト⼤
学 MOA 原⾍病 4 1 

2017 年
11 ⽉ 

2022 年
11 ⽉ 中国 中国⻘海獣医学研

究所 MOA 原⾍病 0 0 

2018 年  
1 ⽉ 

2023 年  
1 ⽉

ブルキナ
ファソ 

国際湿地帯畜産研
究開発センター MOA 原⾍病 0 0 

2018 年  
5 ⽉ 

2022 年  
5 ⽉

フィリピ
ン セブ⼯科⼤学 MOU 原⾍病 0 0 

2019 年  
6 ⽉ 

2024 年  
6 ⽉ モンゴル モンゴル獣医学研

究所 MOA 原⾍病 3 4 

2019 年  
7 ⽉ 

2022 年  
7 ⽉

フィリピ
ン 

フィリピンカラバ
オセンター MOU 原⾍病 0 0 

2019 年  
7 ⽉ 

2024 年  
7 ⽉

スリラン
カ 

スリランカ動物⽣
産健康局 MOU 原⾍病 0 3 

2019 年  
10 ⽉ 

2022 年  
10 ⽉

フィリピ
ン カビテ州⽴⼤学 MOU 原⾍病 0 4 

2021 年  
10 ⽉ 

2026 年  
10 ⽉ 中国 新疆農業⼤学獣医

学部 MOA 原⾍病 0 0 

2022 年  
6 ⽉ 

2027 年  
6 ⽉

フィリピ
ン 

ダバオデルスル州
⽴⼤学 MOU 原⾍病 0 2 

2022 年  
8 ⽉ 

2025 年  
8 ⽉ メキシコ ケレタロ⾃治⼤学

⾃然科学学部 MOU 原⾍病 2 0 

合 計 11 23 
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③国際的な研究プロジェクトへの参加状況 

総  数 12 

参加期間 相⼿国・ 
研究機関名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 概 要 関 係 研 

究者 名 

令和元年
度〜令和
４年度 

ウガンダ・マ
ケレレ⼤学お
よび Kiboga
県の農家、獣
医師、畜産技
師 

プロジェクト名︓独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 草の
根技術協⼒事業パートナー型、マダニ媒介感染症
制御による畜産農家⽀援プログラム 
プロジェクト概要︓これまでに蓄積した研究成果
の社会還元事業である。より具体的には、科学的
根拠に基づいたマダニ駆除ならびにマダニ媒介感
染症対策プログラムを構築し、対象農家の⽣産性
を改善しようとするものである。 
参加国︓⽇本・ウガンダ 
予算⾒込み額︓10,000 万円

鈴⽊ 宏志 
⽞ 学南 
藤崎 幸蔵
ら 

令和元年
度〜令和
４年度 

フィリピン・フ
ィリピン⼤学 

プロジェクト名︓国際共同研究強化（B）、マイク
ロサテライトマーカーを応⽤した⽇本住⾎吸⾍症
対策の創出を⽬指した研究 
プロジェクト概要︓⽇本住⾎吸⾍症はアジアの農
村や漁村で流⾏し、家畜動物から中間宿主⾙を介
してヒトへの感染も成⽴することから、保健衛⽣
および家畜衛⽣と密接に関連した顧みられない⼈
獣共通感染症となっている。⽇本住⾎吸⾍症の排
除（elimination）を達成するには、寄⽣⾍のライ
フサイクルを俯瞰的に把握する必要がある。本研
究では、島嶼国フィリピンの多様な寄⽣⾍ライフ
サイクル全体を対象としたマイクロサテライト
（STR）マーカーによる多座位の遺伝⼦型（MLG）
解析から、各宿主を嗜好して適応した寄⽣⾍集団
の存在を証明してその遺伝的特性（マーカー型）
を明らかにする。同時にマーカーと患者での病態
との関係も明らかにする。 
参加国︓⽇本・フィリピン 
予算⾒込み額︓1,410 万円

河津 信⼀
郎 
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参加期間 相⼿国・ 
研究機関名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 概 要 関 係 研 究

者 名

令和元年
度〜令和
５年度 

タイ・チェンマ
イ⼤学・プリン
スオブソンクラ
ー⼤学 

プロジェクト名︓国際共同研究強化（B）、フ
ィラリアを媒介しない蚊作出に向けたタイ王
国における⽝⽷状⾍の⽣態疫学調査 
プロジェクト概要︓蚊は病原体の媒介者とし
て、⼈類に最も脅威を与えている⽣物(Top 
Deadliest Animal)である。殺⾍剤耐性、⽣態
系への影響などへの問題から、殺⾍剤による
蚊の撲滅は困難である。そこで病原体を媒介
しない蚊へと置換することで、感染症を制圧
できないかとの概念が浮上してきた。近年の
ゲノム編集技術の進歩により、病原体を媒介
しない蚊の実現が技術的に可能となってきて
いる。そこで本研究では、⽝⽷状⾍を媒介し
ない蚊の作出実現にむけた基礎的知⾒を得る
ために、タイ王国で⽝と蚊における⽝⽷状⾍
症疫学調査を⾏い、どのような遺伝⼦応答が
蚊による⽝⽷状⾍の媒介に重要なのかフィー
ルドレベルで解析を⾏うことを⽬指す。 
参加国︓⽇本・タイ 
予算⾒込み額︓1,410 万円

福本 晋也 

令和２年
度〜令和
６年度 

モンゴル・モン
ゴル⽣命科学⼤
学 

プロジェクト名︓国際共同研究強化（B）、モ
ンゴルにおける⼩型反芻獣トキソプラズマ症
のワクチン開発研究 
プロジェクト概要︓モンゴルでは様々な家畜
感染症が発⽣しており、家畜疾病に対する予
防・対策のニーズは⾼く、早急な対応が必要
となっている。特に家畜における繁殖障害は
経済的な損害が⼤きく、これに関連する病原
性原⾍としてトキソプラズマの存在が⽰唆さ
れている。そこで本研究では、モンゴルの重
要な家畜資源である⼩型反芻獣に着⽬し、ト
キソプラズマ感染に対する新しいワクチンの
開発を⽬指す。モンゴル由来原⾍株を分離
し、細胞スクリーニング法による免疫刺激型
抗原の同定、プロテオームによる⾃然感染動
物で認識される感染認識抗原の同定を進め、
これら抗原を組み合わせたカクテルワクチン
の開発を進める。さらに、遺伝⼦破壊原⾍の
解析で新規ワクチン抗原の機能を理解し、⼩
型反芻獣への感染実験を通じて新規ワクチン
の効果と防御免疫反応の詳細を明らかにす
る。 
参加国︓⽇本・モンゴル 
予算⾒込み額︓1,560 万円 

⻄川 義⽂ 
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参加期間 相⼿国・ 
研究機関名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 概 要 関 係 研 究

者 名

令和２年
度〜令和
４年度 

インドネシア・
ムラワルマン⼤
学 

プロジェクト名︓特別研究員奨励費、植物内
⽣真菌を⽤いたケミカルバイオロジーによる
抗トキソプラズマ薬の探索 
プロジェクト概要︓本研究ではインドネシア
産および⽇本産植物の内⽣菌を利⽤し、イン
ドネシアのヒト及び家畜動物で感染が蔓延し
ているトキソプラズマ原⾍を含む原⾍感染症
を対象にした⼤規模な抗原⾍活性のスクリー
ニングを実施する。有望な菌株については、
産⽣化合物の同定を⾏い、作⽤機序の解明を
進める。インドネシア天然資源から創薬シー
ズが発⾒されれば⾃国課題解決型疾病対策の
構築に繋がり、同国の科学技術の発展に資す
ることが期待される。 
参加国︓⽇本・インドネシア 
予算⾒込み額︓194 万円

⻄川 義⽂ 
アリエフタ
ナナン 

令和 2 年
度〜令和
4 年度 

スリランカ・ス
リランカ動物⽣
産管理局獣医学
研究所 

プロジェクト名︓JSPS ⼆国間交流事業共同研
究／セミナー、スリランカ国で発⾒された新
⽜バベシア病に対する簡易診断法の開発研究 
プロジェクト概要︓⽇本チームが保有する原
⾍病に対する診断技術を、⽜バベシアに⾼度
に汚染されているスリランカ国で展開し、ス
リランカ国での社会実装可能な⽜バベシア病
に対する簡易診断法を確⽴する。 
参加国︓⽇本・スリランカ 
予算⾒込み額︓380 万円 

横⼭ 直明 

令和 2 年
度〜令和
5 年度 

ウガンダ・マケ
レレ⼤学、ケニ
ア・ナイロビ⼤
学、タンザニ
ア・ソコイネ農
業⼤学、ブルキ
ナファソ・ワガ
ドゥーグー⼤
学、南アフリ
カ・ノースウェ
スト⼤学、エジ
プト・メノフィ
ア⼤学 

プロジェクト名︓JSPS 拠点形成事業－B.アジ
ア・アフリカ学術基盤形成型、アフリカにお
けるマダニ媒介原⾍病の制圧に向けた国際共
同研究拠点の構築 
プロジェクト概要︓ゲノム科学に⽴脚した、
アフリカの各流⾏地域に適したマダニ媒介原
⾍病に対する斬新な診断・治療・予防法の創
出を通し、アフリカ諸国における家畜⽣産性
向上への貢献を⽬的とした国際ネットワーク
のプラットフォームを形成する。 
参加国︓⽇本・ウガンダ・ケニア・タンザニ
ア・ブルキナファソ・南アフリカ・エジプト 
予算⾒込み額︓1932 万円

⽞ 学南 
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参加期間 相⼿国・ 
研究機関名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 概 要 関 係 研 究

者 名

令和 3 年
度〜令和
5 年度 

チェコ・チェコ
共和国科学アカ
デミー寄⽣⾍学
研究所 

プロジェクト名︓JSPS ⼆国間交流事業共同研
究／セミナー、DiCre/loxP システムを応⽤し
た遺伝⼦改変バベシア原⾍の創出 
プロジェクト概要︓DiCre/loxP システムを応
⽤した遺伝⼦改変バベシア原⾍を作成して、
遺伝⼦組換え⽣ワクチンを作製することを⽬
的とする。具体的には、チェコ科学アカデミ
ーバイオロジーセンター・寄⽣⾍学研究所
（BC ASCR）が同定した欧州産バベシア原⾍
の増殖関連因⼦（BdAPD3）遺伝⼦を、帯広
畜産⼤学原⾍病研究センター（NRCPD）が確
⽴している遺伝⼦改変原⾍（GAP）作製技術
を応⽤して、随意破壊することで、動物体内
での増殖が制御可能な GAP ワクチンを作製す
る。 
参加国︓⽇本・チェコ共和国 
予算⾒込み額︓475 万円

河津 信⼀郎

3 年度〜
令和 6 年
度 

タイ・チュラロ
ンコン⼤学 

プロジェクト名︓国際共同研究強化（B）、家
畜住⾎微⽣物病の新規制御法創出に向けたマ
ラリア原⾍・他住⾎微⽣物相互作⽤の解明 
プロジェクト概要︓スイギュウやヤギのマラ
リア原⾍の病原性や⽣活環を明らかにすると
ともに、他の住⾎微⽣物との混合感染状況を
明らかにする。住⾎微⽣物の混合感染状況と
症状の解析を⾏うと共に、微⽣物間の⼲渉に
焦点を当てた、家畜住⾎微⽣物病の新規制御
法創出を⾏う。 
参加国︓⽇本・タイ 
予算⾒込み額︓1,470 万円

⿇⽥ 正仁 

令和 4 年
度〜令和
6 年度 

モンゴル・モン
ゴル獣医学研究
所 

プロジェクト名︓国際共同研究強化（B）、⾺
ピロプラズマ病に対する国際標準⾎清診断法
の開発に向けた学術基盤研究 
プロジェクト概要︓⾺ピロプラズマ病に対す
る現⾏の⾎清診断法には致命的な⽋陥がある
ことが指摘され、しばしば⼤きな社会問題を
引き起こしている。そこで、モンゴル国で多
発している⾺ピロプラズマ病の罹患⾺を研究
対象に、現⾏の⾎清診断法の問題点を科学的
に実証し、その成果に基づいて新たな⾺ピロ
プラズマ病に対する国際標準⾎清診断法を開
発していく。 
参加国︓⽇本・モンゴル 
予算⾒込み額︓2,002 万円

横⼭ 直明 
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参加期間 相⼿国・ 
研究機関名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 概 要 関 係 研 究

者 名

令和 4 年
度〜令和
5 年度 

スリランカ・ス
リランカ動物⽣
産管理局・獣医
学研究所 

プロジェクト名︓JSPS ⼆国間交流事業協同研
究／セミナー、新⽜タイレリア（Theileria 
sp. Yokoyama）の分離及び性状解析 
参加国︓⽇本・スリランカ 
プロジェクト概要︓我々が発⾒した新⽜タイ
レリア（Theileria sp. Yokoyama）の野⽣株
を、汚染国であるスリランカ国で分離・培養
し、そのリンパ球感染原⾍を多⾓的に解析す
ることで、病原性解明や診断・予防・治療の
開発に繋がる“⽣物学的並びに遺伝学的な基礎
的知⾒”を共同で収集する。 
参加国︓⽇本・スリランカ 
予算⾒込み額︓390 万円

横⼭ 直明 

令和 4 年
度〜令和
5 年度 

南アフリカ・ノ
ースウェスト⼤
学 

プロジェクト名︓JSPS ⼆国間交流事業共同研
究／セミナー、ニトロフランおよびその関連
化合物に着⽬したトリパノソーマ症新規経⼝
治療薬の開発 
プロジェクト概要︓医療・獣医療インフラの
未整備な農村地帯で流⾏しているヒトと動物
のアフリカトリパノソーマ症制御に向けて、
ニトロフラン系化合物群の合成と in vitro, in 
vivo での抗トリパノソーマ活性の検証を⾏
い、経⼝投与可能な治療薬および予防薬開発
を⽬指す。 
参加国︓⽇本・南アフリカ 
予算⾒込み額︓237 万円

菅沼 啓輔 
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④研究者の海外派遣状況・外国⼈研究者の招へい状況（延べ⼈数） 

  令和 4 年度 

  派遣状況 招へい状況 

合   計 33 28 

事 

業 

区 

分 

⽂部科学省事業 0 0 

⽇本学術振興会事業 24 19 

当該法⼈による事業 6 4 

その他の事業 3 5 

派 

遣 

先 

国 

① アジア  21 9 

② 北⽶ 0 0 

③ 中南⽶ 0 2 

④ ヨーロッパ 3 4 

⑤ オセアニア 0 0 

⑥ 中東 1 3 

⑦ アフリカ 8 10 

 

⑤その他・国際研究協⼒活動の状況 

事 業 名 等 概             要 
受⼊ 
⼈数 

派遣
⼈数 

JICA 課題別研修 2022 年度（課題別）⼈獣共通感染症対策（寄⽣⾍
病含む）研究者育成 202107802J001 8  

JICA 国別研修 2022 年度（エチオピア国別）⼈獣共通感染症対策
（寄⽣⾍病含む）研究者育成 201903772J004 6  

合    計 14  

 
  


